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大
き
な
事
件
や
出
来
事
の
影
に
隠
れ
て
目

立
た
な
い
が
、何
と
な
く
気
に
な
る
地
域
が
あ

る
。
そ
れ
は
タ
イ
南
部
で
あ
る
。

　
今
年
１
月
に
タ
イ
国
軍
基
地
が
襲
撃
さ
れ

て
４
人
の
兵
士
が
死
亡
、大
量
の
武
器
が
強
奪

さ
れ
た
の
に
続
き
、３
月
下
旬
に
は
爆
弾
に
よ

り
30
人
以
上
が
重
軽
傷
を
負
っ
た
。さ
ら
に
４

月
末
に
警
察
官
事
務
所
な
ど
10
カ
所
へ
の
襲

撃
事
件
が
起
き
、
治
安
部
隊
に
多
数
が
射
殺

さ
れ
た
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
犯
行
と
み
ら
れ

る
こ
れ
ら
の
事
件
は
、マ
レ
ー
シ
ア
に
近
い
タ

イ
南
東
部
で
起
き
た
。
一
帯
に
敷
か
れ
て
い
る

戒
厳
令
の
網
の
目
を
縫
っ
て
一
連
の
事
件
が
発

生
し
た
。

　
平
和
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
タ
イ
で
戒
厳
令

が
施
行
さ
れ
て
い
る
地
域
が
あ
る
の
も
驚
き

だ
が
、
爆
弾
事
件
や
大
規
模
な
連
続
襲
撃
事

件
に
ま
で
犯
行
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
の
に
衝

撃
を
受
け
た
。

　
こ
の
地
域
に
ひ
か
れ
る
の
に
は
理
由
が
あ

る
。
以
前
に
マ
レ
ー
シ
ア
北
東
部
か
ら
タ
イ
南

東
部
を
取
材
し
、仏
教
寺
院
と
モ
ス
ク
が
併
存

し
て
い
る
光
景
に
感
銘
を
受
け
た
か
ら
だ
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
の
最
北
東
部
は
ク
ラ
ン
タ
ン
州

で
あ
る
。「
メ
ッ
カ
の
ベ
ラ
ン
ダ
」と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
大
多
数
を
占
め
、
昔

な
が
ら
の
マ
レ
ー
文
化
が
色
濃
く
残
る
。
政
治

面
で
も
イ
ス
ラ
ム
国
家
の
樹
立
を
目
指
す
野

党
の
全
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
党（
Ｐ
Ａ
Ｓ
）の

力
が
強
い
。Ｐ
Ａ
Ｓ
は
３
月
の
選
挙
で
与
党
連

合
に
敗
退
し
ク
ラ
ン
タ
ン
州
政
権
を
手
放
し

た
が
、ほ
ぼ
14
年
間
、
州
議
会
で
絶
対
多
数
を

維
持
し
た
。

　
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
台
は
男
女
別
、
ホ
テ
ル
で

の
ア
ル
コ
ー
ル
類
販
売
、
歌
や
ダ
ン
ス
も
禁
止
。

州
政
権
を
握
っ
て
い
た
Ｐ
Ａ
Ｓ
は
時
計
の
針
を

戻
す
よ
う
な
政
策
を
次
か
ら
次
へ
と
打
ち
出

し
、
政
教
分
離
を
旗
印
と
す
る
マ
レ
ー
シ
ア
連

邦
政
府
を
い
ら
だ
た
せ
た
。

　
そ
の
ク
ラ
ン
タ
ン
州
の
先
が
タ
イ
領
。
国
境

を
渡
っ
て
も
風
景
は
マ
レ
ー
シ
ア
そ
の
も
の
。住

民
も
マ
レ
ー
系
、
言
語
も
マ
レ
ー
語
。メ
ッ
カ
巡

礼
を
果
た
し
た
人
が
着
用
す
る
ハ
ッ
ジ
帽
、そ

れ
に
少
数
だ
が
赤
黄
色
っ
ぽ
い
僧
衣
を
ま
と
っ

た
仏
僧
の
姿
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

　
タ
イ
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
全
人
口
の
４
％
に

す
ぎ
な
い
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は
南
部
に
集
中

す
る
。
南
部
４
県
の
80
％
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と

い
わ
れ
る
。ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
の
チ
ュ
ア
ン

内
閣
時
に
外
相
を
務
め
、
飾
ら
な
い
人
柄
で
人

気
を
集
め
た
ス
リ
ン
・
ピ
ッ
ス
ワ
ン
氏
は
イ
ス
ラ

ム
教
徒
と
し
て
有
名
だ
っ
た
。
同
氏
の
米
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
で
の
学
位
論
文
は「
タ
イ
南
部
の

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
研
究
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

　
な
ぜ
、タ
イ
南
部
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
い

の
か
。も
と
も
と
タ
イ
南
部
は
サ
ル
タ
ン（
イ
ス

ラ
ム
圏
の
君
主
）の
版
図
だ
っ
た
。
し
か
し
、
強

大
な
タ
イ
の
ア
ユ
タ
ヤ
、シ
ャ
ム
王
朝
の
圧
力

を
受
け
、マ
レ
ー
半
島
北
東
部
の
ク
ラ
ン
タ
ン
、

ト
レ
ン
ガ
ヌ
、ソ
ン
ク
ラ
、パ
タ
ニ
な
ど
の
イ
ス
ラ

ム
都
市
国
家
は
事
実
上
、タ
イ
へ
の
朝
貢
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
タ
イ
に
よ

る
支
配
に
反
発
、
離
脱
を
目
ざ
す
イ
ス
ラ
ム
朝

貢
国
の
反
乱
も
数
多
く
起
き
た
。

　
そ
の
後
、英
国
の
マ
レ
ー
半
島
へ
の
進
出
に
よ

り
、タ
イ
は
独
立
を
維
持
す
る
た
め
に
マ
レ
ー

北
部
の
宗
主
権
を
放
棄
。マ
レ
ー
北
部
は
英
植

民
地
主
義
の
支
配
下
に
入
っ
た
。
問
題
は
そ
の

時
の
英
領
と
タ
イ
と
の
国
境
線
の
画
定
に
あ
っ

た
。ク
ラ
ン
タ
ン
、
ト
レ
ン
ガ
ヌ
は
英
領
マ
レ
ー

に
組
み
込
ま
れ
、パ
タ
ニ
は
仏
教
国
タ
イ
に
属

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
圏
が
当
時
の

国
際
情
勢
に
よ
り
、
二
つ
の
国
家
の
版
図
へ
と

分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
タ
イ
領
と
な
っ
た
当
時
の
パ
タ
ニ
が
現
在
の

パ
タ
ニ
県
、ヤ
ラ
ー
県
、ナ
ラ
テ
ィ
ワ
ー
ト
県
で

あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
一
連
の
事
件

の
主
要
舞
台
で
あ
る
。１
９
５
０
年
代
か
ら
70

年
代
に
か
け
て
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、「
タ
イ

化
」に
抵
抗
し
、
自
治
や
分
離
を
求
め
る
イ
ス

ラ
ム
組
織
が
多
く
の
武
力
衝
突
事
件
を
起
こ

し
た
。

　
そ
の
後
の
タ
イ
政
府
の
柔
軟
路
線
な
ど
に

よ
り
、
イ
ス
ラ
ム
組
織
に
よ
る
分
離
運
動
は
下

火
に
な
っ
た
が
、テ
ロ
と
の
戦
い
が
始
ま
っ
て
以

降
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
動
き
が
に
わ
か
に
活

発
化
し
て
き
た
。
国
際
テ
ロ
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ

の
存
在
も
ち
ら
つ
く
よ
う
だ
が
、
問
題
は「
人

（
文
化
）境
」と「
国
境
」の
矛
盾
か
ら
派
生
し

て
い
る
。タ
イ
南
部
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、

タ
イ
を
仏
教
国
と
し
て
単
純
に
受
け
止
め
る

の
は
誤
り
で
あ
る
。

（
日
経
香
港
社
　
奥
村
幸
広
）

タイ南部のイスラム－
「人境」と「国境」の矛盾
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